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熱放出

＋
＋
＋＋＋

－

－
＋－
＋－
＋－
＋－
＋－
＋－

－－－

アセチルコリン受容体

終板

活動電位の伝播

T管系

ジヒドロピリジン
受容体からリアノ
ジン受容体への情
報伝達　

末端膨大部
Ca2＋ポンプ

Na＋チャネル

Ca2＋

Ca2＋

Ca2＋

Ca2＋ポンプ
による回収

筋鞘

T管系

リアノジン
受容体

筋小胞体

ATP ADP＋無機リン酸

運動神経

神経終末

筋小胞体からの
Ca2＋放出 ジヒドロピリジン受容体

筋収縮細い筋糸にCa2+ が結合筋漿内Ca2+ 増加

運動・労働・暑い環境

体温の上昇

①汗の蒸発
（気化熱）

多湿・無風
など

①発汗 ②皮膚の血流増加
②空気への
熱伝導

高温・無風
など

体の「芯」：温度調節OK

①による水分喪失（脱水）
①による塩分喪失
　（電解質バランスの障害）
①，②による重要臓器への血流低下

体の「芯」：温度調節の破綻

熱中症 I 度・II 度・III 度（体の「芯」：温度上昇）
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体温
心拍数
QT間隔

28.0℃
42回/分
600 msec

30.3℃
61回/分
440 msec

36.2℃
75回/分
360 msec

A  搬入時 B  3時間後 C  24時間後

頭蓋内圧亢進症状
瞳孔異常
高血圧・徐脈（クッシング現象）

生体情報モニタ異常値

シバリング

不整脈
低血圧
酸素飽和度低下
体温急上昇

血液ガス分析値異常

電解質異常
低血糖・高血糖
低酸素血症

	 53	 7  シバリング - 原因と対応  中山禎人
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	 88	 11 熱中症  飯田淳義，竹原裕子，氏家良人

	 99	 12 脳低体温療法  吉田真一郎
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どうして必要？ どうすればいい？

 にお答えします体温管理


